
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も壬生町教育委員会は 

中学生による地域活動を応援します! 

次代の壬生町を担う中学生が、豊かな体験や出会いをとおして地域を愛する心や自己有用感

を育んでいけるよう、保護者や地域の皆様のご理解とご協力をどうぞよろしくお願いします。 

壬生町教育委員会ホームページでも中学生による地域活動の情報を発信しています   壬生町教育委員会生涯学習課  検 索 

平成 26年度の予定 

「やってみたい人」が、「できる時」に、「やってみたい内容」において、「できる範囲」で、

地域活動に参加（参画）し、学校や家庭では味わえない体験や、いろいろな人との出会いと交流を

楽しみながら自分を育てていってほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中学生＝次代の担い手」という視点 

中学生を、「お手伝いしてくれる人」という視

点ではなく、「将来、ともに手をとりあってまち

づくりに励む若きパートナー」という視点で接し

ていただけると幸です。 

「地域活動への参加」記録カード 

中学生全員に「地域活動への参加」記録カード

を教育委員会より配付します。記録カードには保

護者や主催者等地域の大人から印（またはサイ

ン）をいただく欄があります。 

活動終了後、励ましの言葉とともに押印（また

はサイン）していただき、がんばった中学生を勇

気づけてください。皆様のあたたかい言葉かけ

で、中学生たちは自己有用感を育てていきます。 

自治会や育成会でも活躍の機会を 

昨年度は、自治会の奉仕活動やお祭り、育成会

行事の小学生支援などでも中学生が活躍していま

す。地域活動に中学生を誘ってみてください。 

中学生による地域活動のねらいとメリット 

この取り組みは、中学生が地域社会を基盤とした多様な体験や出会いをとおして、郷土愛や自己

肯定感、自己有用感を育てることをねらいとしています。 

壬生町社会教育委員の会議が昨年９月に行った地域活動に関する調査で、より積極的に地域活動

に参加している生徒は、「自分は誰かの役に立つことができる」と自己評価している割合が高いこ

とがわかりました。ともに活動する大人の方との心地よいふれあいをとおして、自己有用感を育て

ていくことができるのが、地域活動のよさの一つといえます。 

もちろん、学校での勉強や部活動、家族とのコミュニケーション等も大切なことです。 
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「誰かのために役立つことができると思う」と回答した生徒の割合 

※壬生町社会教育委員の会議調べ（平成２５年９月） 
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地域活動に参加するには？ 
表面に紹介してあります町及び教育委員会主催行事は、学校を経由して案内のチラシが配付されます。

参加希望の活動がありましたら、申込書を各学校に設置してある応募箱に入れてください。 

自治会や育成会、その他地域団体での活動への参加は、それぞれの主催者に直接お問い合わせください。

地域活動の励む中学生をバックアップするため、希望者を対象に全

国社会福祉協議会「ボランティア活動保険」加入料を町が負担します。

別途配付する申込書をご提出ください。


